






































































































































































































水 深 0ｃｍ 25ｃｍ 50ｃｍ 75ｃｍ 100ｃｍ
光量子量 927 365 132 47.8 21.9
(μmol/m
2
/s) (±470) (±251) (±95.3) (±36.8) (±15.9)
光透過率 100 39.1 13.4 5.0 2.3







水温 懸濁物質 ｐH D O E C
(℃) (mg/L) (mg/L) (ｍS/m)
28.1 36.0 8.27 7.74 22.3
















































































大潟村の池 一向池 待入堤 旧湖岸
エビモ Potamogeton crispus L. ○ / ●
ホソバミズヒキモ Potamogeton octandrus Poir. ○
ヤナギモ Potamogeton oxyphyllus Miq. ○
リュウノヒゲモ Potamogeton pectinatus L. ○ / ●
イトモ Potamogeton pusillus L. ○ / ● ●
ホッスモ Najas graminea Delile ○
イバラモ Najas marina L. ● ○
オオトリゲモ Najas oguraensis Miki ○
ミズオオバコ Ottelia alismoides (L.) Pers. ○
フラスコモ属の１種 Nitella sp. ○
シャジクモ属の１種 Chara sp. ○
ヒツジグサ Nymphaea tetragona Georgi ○
ヒシ Trapa japonica Flerov. ○ / ●
クログワイ Eleocharis kuroguwai Ohwi ○
カンガレイ
Schoenoplectus mucronatus (L.) Palla
subsp. robustus (Miq.) T. Koyama ○ ○
ミクリ Sparganium erectum L. ○
ヒメガマ Typha angustifolia L. ○
ニッポンイヌノヒゲ Eriocaulon hondoense Satake ○












































































































































































を受けているのが確認されたので、9 月 10 日に

















































を 6 月 30 日に移植した(図５)。7 月 29 日には、
４ヶ所に移植したホザキノフサモの茎葉は、いず
れも水面まで伸長し、また、センニンモの茎葉は







真 17には消波堤 D-1全体の写真、写真 18と写真
19には、生育良好なセンニンモの写真を示した。 



































10月15日 0 15 3 12 0 12 1 15
11月5日 0 18 3 15 0 15 3 20
12月6日 0 20 3 12 0 15 2 20
12月24日 0 15 2 12 0 15 1 18
  調 査 日























10月15日 0 15 3 12 0 12 1 15
11月5日 0 18 3 15 0 15 3 20
12月6日 0 20 3 12 0 15 2 20
12月24日 0 15 2 12 0 15 1 18
調査日



























































































































































深が 25cm、50cm、75cm および 100cm と深くな
るに伴い、それぞれ 39.1%、13.4%、5.0%およ
び 2.3%に低下した。この内、アオコが最も集
積した 7月 23日(懸濁物質濃度 57mg/L)の光透
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